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本
文
の
要
旨

北
海
道
の
主
要
北
方
林
と
し
て
、
明
瞭
な
垂
直
分

布
を
形
作
る
ト
ド
マ
ツ
ー
ミ
ズ
ナ
ラ
林
、

エ
ゾ

マ
ツ
ー

ト
ド
マ
ッ
林
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
林
、

ハ
イ

マ
ツ
低
木
林

を
と
り
あ
げ
、
極
東

ロ
シ
ア
の
対
応
植
生
と
の
比
較

を
通
じ
て
、
こ
れ
ら
の
特
徴
や
独
自
性
、
貴
重
な
点

を
整
理
し
た
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
極
東

ロ
シ
ア
で

は
水
平
分
布
域
が
異
な
る
植
生
と
対
応
あ
る
い
は
比

較
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
ト
ド
マ
ツ
ー
ミ
ズ
ナ
ラ
林

は
、
極
東
ロ
シ
ア
南
部
の
沿
海
地
方
に
分
布
す
る
チ
ョ

ウ
セ
ン
ゴ
ヨ
ウ
主
体

の
針
広
混
交
林
と
は
異
な
り
、

北
海
道
に
特
有
の
針
広
混
交
林
、

エ
ゾ

マ
ツ
ー
ト
ド

マ
ツ
林
は
、
日
本

で
唯

一
、
極
東

ロ
シ
ア
中
部
沿
岸

地
域
に
分
布
す
る
常
緑
針
葉
樹
林

(北
方
針
葉
樹
林
)

に
相
当
す
る
も
の
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
林
は
海
洋
性
気
候

下
に
発
達
す
る
亜
寒
帯
落
葉
広
葉
樹
林
の
南
端
、

ハ

イ
マ
ツ
低
木
林
は
内
陸
域
に
分
布
す
る
グ
イ
マ
ツ
ー

ハ
イ
マ
ッ
林
の
類
縁
植
生
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が

一
堂

に
会
し
、
明
瞭
な
垂
直
分
布
を
形
成
す
る
北
海
道
、

特
に
大
雪
山
や
旦
局
山
脈
、
知
床
半
島
は
、
極
東

ロ

シ
ア
に
は
類
例
を
見
な
い
、
植
物
学
、
植
生
学
の
う

え
か
ら
極
め
て
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。

一
.
は

じ

め

に

北
海
道
は
日
本
列
島
で
は
最
も
北
に
位
置
す
る
た
め
に
、

北
半
球
中

・
高
緯
度
に
分
布
す
る
北
方
林
が
森
林

の
主
体

で
あ
る
。
北
海
道
の
北
方
林
は
、
地
理
的
に
近
い
た
め
に
、

極
東

ロ
シ
ア
の
も
の
と
の
植
生
地
理
学
的

つ
な
が
り
が
深

い

(沖
津
二
〇
〇
二
)。
北
海
道
の
森
林

の
特
徴
を
理
解

し
、
そ
れ
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
行
く
た
め
に
は
、
極
東

ロ
シ
ア
の
北
方
林
と
内
容
を
良
く
比
較
検
討
し
、
共
通
性

と
違
い
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
本
報
で

は
、
北
海
道
で
明
瞭
な
垂
直
分
布
を
構
成
す
る
ト
ド
マ
ッ
ー

ミ
ズ
ナ
ラ
林
、

エ
ゾ

マ
ツ
ー
ト
ド
マ
ツ
林
、
ダ
ケ
カ
ン
バ

林
お
よ
び
ハ
イ
マ
ツ
低
木
林
を
取
り
上
げ
、
極
東

ロ
シ
ア

の
対
応
植
生
と
内
容
や
生
い
立
ち
を
比
較
す
る
こ
と
で
、

そ
れ
ら
の
特
徴
を
整
理
し
て
み
よ
う
。
な
お
、
北
海
道
に

は
そ
の
他
に
ブ
ナ
林
や
ア
カ

エ
ゾ

マ
ツ
林
な
ど
が
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
極
東

ロ
シ
ア
で
は
分
布
し
な
い
か
、
あ
る
い
は

分
布
域
が
南
部
に
ご
く
限
定
さ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
取

り
上
げ
な
い
。

二
.
極
東
ロ
シ
ア
の
北
方
林
か
ら
み
た
北
海
道
の
北
方
林

の
特
徴

一
=

.
ト
ド
マ
ツ
ー
ミ
ズ
ナ
ラ
林

こ
の
森
林
は
常
緑
針
葉
樹
の
ト
ド
マ
ッ
、

エ
ゾ

マ
ツ
と

落
葉
広
葉
樹

の
ミ
ズ
ナ
ラ
、
シ
ナ
ノ
キ
、

エ
ゾ
イ
タ
ヤ
な

ど
が
混
交
し
て
い
る
こ
と
か
ら
針
広
混
交
林
と
呼
ば
れ
る
。

北
海
道

で
は
低
地
か
ら
山
岳
下
部
に
か
け
て
広
く
分
布
す

る
。
針
広
混
交
林
は
極
東

ロ
シ
ア
の
南
部
沿
岸
域
に
も
現

れ
る
。
臼
p
8
乏
鋤
鉱

(
一Φα
G。
)
は
、
中
国
東
北
地
方
か
ら

朝
鮮
半
島
北
部
、
沿
海
地
方
、
北
海
道
、
サ
ハ
リ
ン
南
部

に
か
け
て
の
広
範
な
地
域
が
、
針
広
混
交
林
が
森
林
の
主

体
と
な
る
、
植
生
地
理
学
的
に
見
て

一
つ
の
ま
と
ま

っ
た

領
域
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
領
域
を
針
広
混

交
林
帯
と
名
付
け
た
。

北
海
道
の
針
広
混
交
林
の
特
徴
を
知
る
た
め
に
、
極
東

ロ
シ
ア
沿
海
地
方
と
北
海
道
と
で
主
要
構
成
樹
種
の
蓄
積

割
合
を
比
較
し
て
み
よ
う

(表
1
)
。
沿
海
地
方
と
北
海

道
の
樹
種
構
成
を
比
較
す
る
と
、
針
葉
樹
は
共
通
種
と
し

て
は
エ
ゾ

マ
ツ
が
あ
り
、
ト
ウ
シ
ラ
ベ
と
ト
ド
マ
ツ
が
近

縁
種
で
あ
る
。

チ
ョ
ウ
セ
ン
ゴ
ヨ
ウ
は
北
海
道
に
は
分
布

し
な
い
。
落
葉
広
葉
樹
は
き
わ
め
て
共
通
性
が
高
く
、
大
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表1北 海道と沿海地方の主な樹種の蓄積割

合(%)、 天然に分布するものだけを示
す、北海道ではカラマッやスギなどの植

林は除いてある(沖 津、1993を 簡略化)

樹 種 北 海 道 沿海地方

針 葉 樹
チ ョ ウ セ ン ゴ ヨ ウ 一 33.2

エ ゾマ ツ 12.8 29.0

ア カ ェ ゾ マ ツ 1.1 一

ト ドマ ツ1) 20.1 2.2

カ ラマ ツ類 一 8.7

そ の 他 0.1 0.1

落葉広葉樹
ヤ チ ダ モ 1.0 2.9

ミ ズ ナ ラ2) 10.5 8.7

カバ ノ キ類 11.2 4.5

シ ナ ノ キ3) 8.7 3.2

そ の 他 34.5 7.6

部
分

の
樹
種
は
共
通
種
か
近
縁
種

で
あ
る
。
沿
海
地
方
の

蓄
積
割
合
を
み
る
と
、
チ
ョ
ウ
セ
ン
ゴ
ヨ
ウ
が
最
も
高
く
、

三
三
%
に
達
す
る
。

エ
ゾ

マ
ツ
が
そ
れ
に
つ
ぎ
、
カ
ラ
マ

ツ
類
も
含
め
る
と
針
葉
樹
の
蓄
積
割
合
は
七
〇
%
以
上
に

達
す
る
が
、
ト
ウ
シ
ラ
ベ
は
わ
ず
か
に
二
%
程
度
で
あ
る
。

落
葉
広
葉
樹

の
な
か
で
は
モ
ン
。コ
リ
ナ
ラ
の
蓄
積
割
合
が

最
も
高
く
、
カ
バ
ノ
キ
類
が
そ
れ
に

つ
ぐ
。
主
要
樹
種
に

つ
い
て
は
比
較
的
種
類
数
の
少
な
い
、
単
純
な
森
林
相
と

な

っ
て
い
る
。
極
東

ロ
シ
ア
で
は
、

エ
ゾ

マ
ッ
や
ト
ウ
シ

ラ
ベ
が
モ
ン
ゴ
リ
ナ
ラ
と
優
勢
に
混
交
し
て
針
広
混
交
林

を
形
成
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
無
い

(沖
津

二
〇
〇
二
)。

し
た
が

っ
て
、
チ

ョ
ウ
セ
ン
ゴ

ヨ
ウ
ー
落
葉
広
葉
樹
混
交

林
が
分
布
す
る
領
域
は
、
冷
温
帯
と
亜
寒
帯
と
の
移
行
域

で
は
な
く
、

一
つ
の
独
立
し
た
森
林
帯
と
理
解
で
き
る
。

北
海
道

の
主
要
樹
種
の
な
か
で
最
も
蓄
積
割
合
が
高
い
の

は
ト
ド
マ
ツ
で
、
約
二
〇
%
に
達
す
る
。

つ
い
で
多
い
の

は

エ
ゾ

マ
ツ
で
あ
る
が
、
針
葉
樹
の
蓄
積
割
合
は
四
〇
%

1)沿 海地 方では近縁 な トウシラベ

2)沿 海地 方では近縁 なモ ンゴ リナ ラ

3)沿 海地 方では近縁 なア ムール シナ ノキ

い
森
林
と
み
な
せ
る
。

樹
混
交
林
が
独
立
し
た
森
林
帯
を
形
作
る
の
に
対
し
て
、

相
観
的
に
は
類
似
す
る
北
海
道
の
針
広
混
交
林
は
そ
の
内

容
や
位
置
づ
け
を
全
く
異
に
し
て
い
る
。

に
達
し
な
い
。
い

っ
ぽ
う
、
落
葉
広
葉
樹
は
ミ

ズ
ナ
ラ
や
カ
バ
ノ
キ
類
、
シ
ナ
ノ
キ
な
ど
の
蓄

積
割
合
が
高
く
、
全
体
で
は
六
〇
%
以
上
に
達

す
る
と
と
も
に
、
種
類
構
成
が
沿
海
地
方
地
方

と
比

べ
る
と
か
な
り
多
様
で
あ
る
。
多
く
の
種

類
の
落
葉
広
葉
樹
か
ら
な
る
多
様
な
森
林
を
形

作

っ
て
い
る
。
以
上
の
比
較
か
ら
、
北
海
道
の

針
広
混
交
林
は
樹
種
構
成
や
そ
れ
ら
の
量
的
配

分
が
沿
海
地
方
の
も
の
と
は
か
な
り
異
な

っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
針
広
混
交
林
帯
内
で
も

北
海
道
の
針
広
混
交
林
は
極
東

ロ
シ
ア
の
も
の

と
は
タ
イ
プ
の
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

北
海
道
の
針
広
混
交
林
は
冷
温
帯
落
葉
広
葉

樹
林
と
阿
寒
帯
針
葉
樹
林
と
の
間
に
現
れ
た
、

両
者

の
樹
種
が
混
交
す
る
移
行
帯
的
性
格
が
強

チ

ョ
ウ
セ
ン
ゴ
ヨ
ウ
ー
落
葉
広
葉

ニ
ニ
.
エ
ゾ
マ
ツ
ー
ト
ド
マ
ツ
林

こ
の
森
林
は
ト
ウ
ヒ
属
、

モ
ミ
属
の

常
緑
針
葉
樹
が
主
体
の
常
緑
針
葉
樹
林

で
あ
る
。
北
海
道
で
は
大
雪
山
や
阿
寒

を
中
心
に
、
ト
ド
マ
ツ
ー
ミ
ズ
ナ
ラ
林

の
上
方
、
山
岳
中
腹
部

に
分
布
す
る
。

極
東

ロ
シ
ア
で
の
分
布
を
み
る
と

(図

1
)、
お
お
む
ね
北
緯
三
五
度
か
ら
五

八
度
、
東
経

一
二
八
度
以
東
の
範
囲
に

あ
り
、
針
広
混
交
林
帯
の
北
側
沿
岸
域

に
現
れ
る
。
小
さ
な
ま
と
ま
り
に
分
断

し
、
全
体
の
面
積
も
狭
い
。
そ
れ
ぞ
れ

が
主
に
山
岳
中
腹
部
に
分
布
す
る
た
め
で
あ
る
。
北
海
道

で
も
大
雪
山
な
ど
の
山
岳
中
腹
部
が
分
布
の
主
体
で
あ
る
。

こ
う
し
た
常
緑
針
葉
樹
林
分
布
域
の
北
側
や
内
陸
側
、
ア

ム
ー
ル
川
北
岸
か
ら
東

シ
ベ
リ
ア
内
陸
部

に
か
け
て
は
落

葉
針
葉
樹
で
あ
る
カ
ラ
マ
ツ
類
の

一
種
グ
イ

マ
ッ
林
が
広

く
分
布
し
、
極
東

ロ
シ
ア
で
の
針
葉
樹
林
の
代
表
と
な

っ

て
い
る
。

針
広
混
交
林
と
は
異
な
り
、
こ
の
森
林
の
樹
種
構
成
は

北
海
道
と
極
東

ロ
シ
ア
と
で
大
き
な
違
い
は
な
い
。
北
海

道
と
サ
ハ
リ
ン
に
分
布
す
る
ト
ド
マ
ツ
が
、
沿
海
地
方
な

ど
の
大
陸
部
で
は
ご
く
近
縁
種
の
ト
ウ
シ
ラ
ベ
に
置
き
換

わ
る
他
は
、
林
床
植
物
も
含
め
て
構
成
植
物
は
極
め
て
類

似
す
る
。
日
本

で
は
北
海
道
の
他
に
本
州
の
山
岳
上
部
亜

高
山
帯
に
も
常
緑
針
葉
樹
林
が
分
布
す
る
。
し
か
し
、
そ

れ
は
シ
ラ
ベ
、

コ
メ
ッ
ガ
、
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
、
シ
ラ
ベ
、

ク
ロ
ベ
な
ど
が
主
体

で
、

エ
ゾ
マ
ツ
と
変
種
関
係
に
あ
る

ト
ウ
ヒ
は
分
布
量
が
少
な
い

(国
同き
匹
ぎ

①け
巴
μ
⑩
お
)。

シ
ラ
ベ
は
ド
ド
マ
ツ
と
近
縁
で
あ
る
が
、

コ
メ
ツ
ガ
、
オ

オ
シ
ラ
ビ
ソ
、
ク
ロ
ベ
は
日
本
固
有
種
で
あ
る
。
こ
の
た

あ
、
本
州
亜
高
山
帯

の
常
緑
針
葉
樹
林
は
植
生
学
の
う
え

か
ら
は
エ
ゾ

マ
ツ
ー
ト
ド
マ
ッ
林
と
は
性
格
を
基
本
的
に

北東アジアにおける常緑針
葉樹林の地理分布(黒 塗 り
の地域)(沖 津1996)

図1
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異
に
す
る
、
い
わ
ば
日
本
固
有

の
森
林
と
見
な
せ
る
。
北

海
道
の
エ
ゾ

マ
ッ
ー
ト
ド

マ
ツ
林
は
、
日
本
列
島

で
は
唯

一
、
極
東

ロ
シ
ア
の
常
緑
針
葉
樹
林
が
南
に
張
り
出
し
た
、

最
南
端
の

一
群
を
形
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

極
東

ロ
シ
ア
と
は
異
な
り
、
北
米
大
陸
や

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

北
部
、
あ
る
い
は
西
シ
ベ
リ
ア
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
北
部
に

か
け
て
、
さ
ら
に
は
北
米
大
陸
北
部

の
亜
寒
帯
域
に
は
、

ト
ウ
ヒ
類
と
モ
ミ
類
が
主
体
の
常
緑
針
葉
樹
林
が
、
極
東

ロ
シ
ア
を
除
い
て
ほ
ぼ
帯
状
に
連
続
し
て
広
大
に
分
布
し
、

亜
寒
帯
針
葉
樹
林
の
代
表
と
な

っ
て
い
る

(
小
島

一
九
九

四
a
)。
カ
ラ
マ
ッ
類
は
山
火
事
跡
地
や
湿
原
な
ど
に

一

時
的
、
あ
る
い
は
土
地
的
に
現
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
う

し
た
分
布
を
考
慮
す
る
と
、
北
海
道
の
エ
ゾ

マ
ツ
ー
ト
ド

マ
ツ
林
は
日
本
列
島
で
は
唯

一
の
、
北
半
球

に
広
が
る
常

緑
性
の
亜
寒
帯
針
葉
樹
林
と
相
同
の
も
の
で
あ
り
、
極
東

ロ
シ
ア
を
含
め
て
も
貴
重
な
森
林
と
い
え
る
。

二
三
.
ダ
ケ
カ
ン
バ
林

こ
の
森
林
は
ダ
ケ
カ
ン
バ
が
ほ
ぼ
純
林
を
形
成
し
て
い

る
。
北
海
道
で
は
旦
局
山
脈
や
大
雪
山
上
部
を
代
表
と
し

て
、

エ
ゾ

マ
ッ
ー
ト
ド
マ
ツ
林

の
上
方
に
顕
著
に
現
れ
る
。

極
東

ロ
シ
ア
で
の
分
布
を
見
る
と

(図
2
)
、
カ
ム
チ

ャ

ツ
カ
半
島
か
ら
南
千
島

に
か
け
て
、
北

・
中
部
千
島
を
除

い
て
、
オ
ホ
ー
ッ
ク
海
と
大
平
洋

に
挟
ま
れ
た
、
海
洋
度

の
極
め
て
高
い
地
域
に
分
布
す
る
。
な
お
、
図
2
で
は
内

陸
部
に
も
僅
か
に
分
布
域
が
見
ら
れ
る
が
、

こ
れ
ら
は
い

ず
れ
も
純
林
状
で
は
な
く
、
ま
と
ま

っ
た
林
帯
を
構
成
し

て
い
な
い

(沖
津

一
九
八
七
)
。
ダ
ケ
カ

ン
バ
は
陽
樹
な

の
で
、
通
常
は
こ
の
森
林
は
遷
移
途
中
の
二
次
林
と
考
え

ら
れ
て
い
る
が
、
上
述
の
広
範
囲
な
分
布
域
を
考
え
る
と
、

二
次
林
で
は
な
く
、
気
候
的
極
相
林
で
あ
る
。
カ
ム
チ
ャ

ツ
カ
半
島

(沖
津
二
〇
〇
二
)
や
大
雪
山

(沖
津

一
九
八

七
)
で
の
調
査
結
果
か
ら
、
森
林
の
量
的
構
成
や
構
造
か

ら
み
て
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
が
連
続
し
て
更
新
す
る
、
安
定
林

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
る
。

こ
の
森
林
は
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
と
北
海
道
と
で
種
類

組
成
の
共
通
性
が
高
い
。
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
中

・
南
部

の
ダ
ケ
カ
ン
バ
林
構
成
植
物
五
五
種
の
う
ち
四
八
種
八
七

%
が
北
日
本
と
の
共
通
種
で
あ
っ
た

(小
島

一
九
九
四
b
)。

ま
た
、
半
島
中
部
ダ
リ
ナ
ヤ
ー
プ

ロ
ス
カ
ヤ
山
の
森
林
限

界
付
近
の
ダ
ケ
カ
ン
バ
林
構
成
種
三
四
種
で
は
二
八
種
、

八
二
%
が
北
日
本
と
の
共
通
種
で
あ

っ
た

(沖
津
二
〇
〇

二
)。
大
雪
山
の
ダ
ケ
カ
ン
バ
林
と
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島

の
ダ
ケ
カ
ン
バ
林
は
き
わ
め
て
近
縁
で
、
植
生
地
理
学
的

に
は
互
い
に
相
同
の
関
係
に
あ
る
と
い
え
る
。

≦
象
p
轟
げ
①
(
一Φ
謬

)
は
、
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
か

ら
千
島
列
島
、
北
海
道

へ
と
続
く
こ
れ
ら
の
ダ
ケ
カ

ン
バ

林

の
分
布
域
を

一
つ
の
独
立
し
た
植
生
帯
と
み
な
し
、
亜

寒
帯
落
葉
広
葉
樹
林
帯
と
呼
ぶ
べ
き
こ
と
を
提
唱
し
て
い

る
。
同
様
の
カ
バ
ノ
キ
林
帯
は
、
北
半
球
中

・
高
緯
度
地

域

の
な
か
で
、
冷
涼
で
風
が
強
く
、
通
年
多
湿
な
海
洋
性

気
候
下
に
地
域
に
共
通
し

て
発
達
し
、
そ
れ
ら
は
互

い

に
生
態
的
に
相
同
で
あ
る

(臨
皿
目
①学
〉
算
一
餌
巳

〉
プ
江

一⑩
①⑩
)。
こ
の
よ
う
な
カ
バ
ノ
キ
林
帯
が
と
り
わ
け
顕
著

に
発
達
す
る
の
は
ス
カ
ン
ジ
ナ
ヴ
ィ
ア
地
方
と
極
東

ロ
シ

ア
お
よ
び
北
海
道
で
あ
る
。
北
海
道
の
ダ
ケ
カ
ン
バ
林
は

60

50

40

170180170160150140130120

160150140130120110

70

60

50

図2北 東 ア ジ ア ソヴ ェ ー ト連 邦 領 土 内 ダ ケ カ ンバ 林 分 布 地

域(Ka6aHoB、1972を 沖 津1987か ら と る)。

A:.Bθ 如Zα θ侃 αη``s.str.林 、1:カ ム チ ャッ カ 半 島 東

岸 、2:中 央 カ ム チ ャツカ低 地 の山麓 や斜 面、3:カ ムチ ャ

ッ カ半 島 南 部 、4:カ ム チ ャツ カ半 島 西岸 地域 の山麓斜 面、

B:Bθ 副 αραrαθ胤 α航 林 、5:シ ュ ミ ッ ト半 島 、6二

樺 太 東 岸 ぐ7:樺 太 西 岸 、8:樺 太 南 部 、9:南 部 千 島 列

島 、C:B窃 配αZαη碗 α林 、10:シ ホ テ ・ア リニ 山脈 南 部 、

11:シ ホ テ ・ア リニ山 脈 中 部 、12:シ ホ テ ・ア リニ山 脈 北

部 、13:マ ガ ダ ン ・ペ ンジ ノ地 方 、14:ア ル ダ ン高 地 、

15:ヤ ク ー ッ ク南 部 、16:ジ ュ グ ジ ュ ル山 脈 ・ス タ ノ ボ イ

山 脈 、17:バ イ カ ル湖 北 部 地 方 、D:Bθ 翻 α びθ伽 磁 林 、

18:オ ホ ー ッ ク地 方 南 部 ・シ ャ ンタ ル諸 島 。
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カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
か
ら
南
千
島
、
根
室

へ
と
続
く
亜
寒

帯
落
葉
広
葉
樹
林
の
水
平
的
南
限
に
当
た
る
。

二
四
.
ハ
イ

マ
ツ
低
木
林

こ
の
低
木
林
は
北
海
道
で
は
山
岳
最
上
部
、
ダ
ケ
カ
ン

バ
林
森
林
限
界
の
上
方
に
広
が
り
、

ハ
イ

マ
ッ
帯
を
形
成

し
て
い
る
。
大
雪
山
や
知
床
半
島
の
山
岳

で
と
り
わ
け
顕

著

で
あ
る
。
し
か
し
、

ハ
イ
マ
ツ
低
木
林
が
優
占
す
る
植

生
帯
は
極
東

ロ
シ
ア
で
は
あ
ま
り
は

っ
き
り
と
は
現
れ
な

い
。
極
東

ロ
シ
ア
で
は

ハ
イ
マ
ツ
は
通
常
グ
イ
マ
ツ
疎
林

の
林
庄
要
素
と
し
て
分
布
す
る
。
こ
う
し
た
グ
イ
マ
ツ
ー

ハ
イ
マ
ツ
林
は

エ
ゾ

マ
ツ
ー
ト
ド
マ
ッ
林
分
布
域
の
北
側

や
内
陸
側
に
広
く
分
布
し
、
極
東

ロ
シ
ア
で
は
最
も
大
陸

度
の
高
い
地
域
に
位
置
す
る
。

ハ
イ
マ
ツ
と
グ
イ
マ
ツ
の
生
態
的
関
係
か
ら
、

ハ
イ
マ

ツ
が
グ
イ
マ
ッ
疎
林
の
林
床
要
素
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け

て
み
よ
う
。
図
3
は
ダ
リ
ナ
ヤ
ー
プ

ロ
ス
カ
ヤ
山
の
森
林

限
界
で
の
グ
イ
マ
ツ
と
ハ
イ
マ
ッ
の

分
布
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ハ

上
限
で
は
四
〇
㎡
/
㎞
を
保
ち
、
通
常
の
森
林
と
大
差
な

い
値
で
あ
る
が
、

一
五
〇

m
付
近
で
急
激
に
減
少
し
、
ほ

と
ん
ど
ゼ

ロ
に
近
く
な
る
。
林
冠
面
積
合
計

(C
)
も
胸

高
断
面
積
合
計
と
同
様
の
変
化
を
示
す
。

ハ
イ

マ
ツ
の
分

布
を
み
る
と

(
D
、
E
)、
閉
鎖
林
分
上
限
か
ら

ハ
イ

マ

ツ
が
現
れ
、
二
〇
〇

m
上
方
ま
で
分
布
す
る
が
、
そ
れ
以

上
で
は
も
は
や
出
現
し
な
い
。

ハ
イ

マ
ツ
の
分
布
は
グ
イ

マ
ツ
分
布
範
囲
内
に
完
全
に
収
ま

っ
て
い
る
。

ハ
イ
マ
ツ

は
、
グ
イ
マ
ツ
の
胸
高
断
面
積
合
計
が
大
き
い
森
林
限
界

移
行
帯
下
部
で
は
植
被
率
五
〇
%
前
後
、
群
落
高

一
五
〇

㎝
に
達
す
る
が
、
グ
イ
マ
ツ
が
完
全

に
疎
開
す
る
森
林
限

界
移
行
帯
上
部
や
、
そ
れ
よ
り
上
方

の
高
山

ツ
ン
ド
ラ
帯

で
は
分
布
し
な
い
。

ハ
イ
マ
ツ
は
グ
イ
マ
ツ
疎
林
の
林
床

要
素
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

以
上
の
生
態
的
関
係
か
ら
推
察

で
き
る
よ
う
に
、
北
海

道
の
ハ
イ

マ
ッ
低
木
林
は
、
実
は
、
極
東

ロ
シ
ア
内
陸
部

に
分
布
す
る
グ
イ

マ
ッ
ー
ハ
イ
マ
ツ
林
か
ら
グ
イ
マ
ツ
が

グ
イ
マ
ツ

欠
落
し
て
生
じ
た
植
生
な
の
だ
。
そ
の
こ
と
を
、
北
海
道

に
お
け
る
最
終
氷
期
以
来

の
ハ
イ
マ
ツ
帯
の
成
立
機
構
か

ら
裏
付
け
て
み
よ
う

(沖
津
二
〇
〇
二
)
。
最
終
氷
期
の

北
海
道
は
、
永
久
凍
土

の
存
在
や
静
穏
な
気
候
、
夏
の
気

温
に
比
し
て
の
冬
の
低
温
、
さ
ら
に
は
乾
燥
条
件
と
そ
れ

に
と
も
な
う
降
雪
量
の
減
少
な
ど
、
現
在
と
比
べ
て
よ
り

大
陸
的
な
気
候
条
件
が
支
配
し
て
い
た
。
森
林
限
界
は
現

在
の
位
置
よ
り
下
方
に
下
が

っ
て
い
た
。
森
林
限
界
を
構

成
し
て
い
た
の
は
グ
イ

マ
ッ
ー
ハ
イ

マ
ツ
林
で
あ

っ
た
。

最
終
氷
期
が
終
わ

っ
て
気
温
が
上
昇
し
、
多
雪
環
境
が
出

現
し
た
。
そ
れ
に
と
も
な

っ
て
、
グ
イ
マ
ツ
ー
ハ
イ
マ
ツ

林
は
山
岳
上
部

へ
移
動
す
る
可
能
性
が
あ

っ
た
。
山
岳
上

部

へ
進
出
し
た
グ
イ
マ
ツ
は
、
し
か
し
、
山
岳
上
部
の
強

風
や
多
雪
に
阻
ま
れ
て
、
林
床
要
素

の
ハ
イ

マ
ツ
の
み
を

残
し
て
消
滅
し
た
。
い

っ
ぽ
う
、
気
温
の
上
昇
は

ハ
イ
マ

ツ
の
成
長
を
促
進
し
、
多
雪
条
件
下

で
ハ
イ

マ
ツ
は
急
速

に
分
布
域
を
広
げ
て
い

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
現
在
北
海

ハ
イ
マ
ツ

カムチャツカ半島中部ダリナヤープロ

スカヤ山の森林限界移行帯での閉鎖林

上限か らグイマッ分布上限にかけての

グイマツ樹高㈹、胸高断面積合計(B)、

樹冠面積合計(C)、ハイマツ植被率(:Dお
よびハイマッ高(E)の変化(沖 津2002)。

閉鎖林上限を起点(Om)と し、 グイ
マツ分布上限直上(300m)ま での距

離で示す。

16

イ

マ
ツ
が
グ
イ
マ
ツ
疎
林
の
林
床
に

出
現
す
る
。
こ
こ
で
の
グ
イ

マ
ツ
の

樹
高
変
化
を
み
る
と

(A
)
、
閉
鎖

林
分
上
限
で
は
十
二

m
に
達
し
て
い

た
も

の
が
、
上
限
か
ら
二
〇
〇

m
上

方
で
は
半
分

の
六

m
程
度
に
低
下
し
、

個
体
の
分
布
上
限
で
あ
る
二
八
O

m

で
は
マ
ッ
ト
状

に
地
面
に
葡
旬
す
る

個
体
の
み
に
な
る
。
最
上
部
の
グ
イ

マ
ツ
個
体
は
標
高
九
六
〇

m
付
近
で
、

こ
の
上
部
に
は
高
山

ツ
ン
ド
ラ
帯
が

広
が
る
。
胸
高
断
面
積
合
計
の
変
化

(
B
)
は
よ
り
急
激

で
、
閉
鎖
林
分
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道
に
み
ら
れ
る

ハ
イ

マ
ツ
帯
は
、
最
終
氷
期

に
分
布
し
て

い
た
グ
イ
マ
ッ
ー
ハ
イ

マ
ッ
林
が
山
岳
上
部

に
上
昇
し
、

ハ
イ

マ
ツ
低
木
林
が
残
存
、
拡
大
し
て
成
立

し
た
も
の
で

あ
る
。

三
.
極
東

ロ
シ
ア
と
の
比
較
か
ら
み
た
北
海
道
の
北
方
林

の
重
要
性

以
上
の
よ
う
に
、
北
海
道
の
北
方
林
は
、
水
平
分
布
域

が
異
な
る
極
東

ロ
シ
ア
の
北
方
林
と
植
生
地
理
学
的
に
関

連
し
て
い
る
。
北
海
道
で
は
垂
直
分
布
と
し

て
こ
れ
ら
が

一
堂
に
会
し
て
い
る
の
だ
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
極
東

ロ

シ
ア
で
は
明
瞭
に
は
現
れ
な
い
。
北
海
道
の
北
方
林
の
価

値
は
、
個
々
の
森
林
の
存
在
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
水
平

分
布
域
の
異
な
る
も
の
が

一
堂
に
会
し
て
い
る
と
こ
ろ
に

あ
る
。
そ
れ
は
大
変
重
要
な
特
徴
と
い
え
る
。
北
海
道
は
、

全
体
が
、
極
東

ロ
シ
ア
の
北
方
林
が
ほ
ぼ
そ

の
ま
ま
、
あ

る
い
は
形
を
変
え
て
分
布
す
る
、
北
方
林
の
生
き
た
自
然

史
博
物
館
と
見
な
せ
る
の
だ
。

も
う

一
つ
重
要
な
点
は
、
極
東

ロ
シ
ア
の
水
平
分
布
と

北
海
道
の
垂
直
分
布
の
配
列
が
整
合
的

で
は
な
い
こ
と
で

あ
る
。
極
東

ロ
シ
ア
の
水
平
分
布
で
は
、
海
洋
域
か
ら
沿

岸
域
、
内
陸
域

へ
と
海
洋
度
ー
大
陸
度
の
気
候
傾
度
に
沿

っ

て
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
林
、
針
広
混
交
林
お
よ
び

エ
ゾ

マ
ツ
ー

ト
ド

マ
ッ
林
、
グ
イ

マ
ッ
ー
ハ
イ
マ
ツ
林
が

こ
の
順
に
分

布
す
る
。
い

っ
ぽ
う
、
北
海
道

の
垂
直
分
布

で
は
、
下
方

か
ら
上
方
に
向
か

っ
て
ト
ド
マ
ツ
ー
ミ
ズ
ナ

ラ
林
、

エ

ゾ
マ
ッ
ー
ト
ド
マ
ッ
林
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
林
、

ハ
イ
マ
ツ
低

木
林
の
順
と
な
る
。

こ
の
配
列
を
極
東

ロ
シ
ア
と
の
対
応

で
見
る
と
、
沿
岸
域

ー
海
洋
域
-
内
陸
域
と
な
る
。
こ
の

不
整
合
は
、
北
海
道

の
北
方
林
が
極
め
て
独
自
の
成
立
機

構
や
生
い
立
ち
を
た
ど

っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
北

海
道
、
と
り
わ
け
垂
直
分
布
が
明
瞭
に
発
達
す
る
大
雪
山

や
旦
局
山
脈
、
知
床
半
島
は
、
い
わ
ば
、
時

・
空
間
的
に

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
自
然
史
の
野
外
実
験
の
成
果
を
示
し

て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
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